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廃棄物意諌と肇蓑墳   ⑬且弧鳩75故山大学 立田浩之丁風邪汀ÅH五『OyⅦ貼  

1。間藤些産直  

適確論）構築を志向する立場から考察する。  

‰靡襲物の定義と緋偲腰塵  
香川県豊島に数Å。放置馨れた「虚業廃棄物」を巡り，廃棄物処瑠故に従い県と産廃業者は有価  

姦義  

9  論（臨℃  
， 

払。  
静的にすぎない上に，条件が整備されるなら逆旺栄藤（潜在的有価物）ときれるものが多むヽ。辞典の   

り9排出者を食めた生産。流通システふの側ほ，使用不可。古物。触噛儲。処分不能の行和が0。53  
である。従って排出者傭人に依存する閲磨解決の比重は全体の18％と絶定する。轟3の優先度は  
嬢在鈎，重要度紐帯在的恥それぞれ重みである。優先度で眩健尽し（0。5軋触頗億（0。脚の順位  

，  

的判断で使用きれるが，主観的判断によっても廃棄物にならない免停を考えぬばならない。硬い展  

遍  

乗物で嘘なも、8）。廃棄物の一部は回収再利用業者の手で再び商品流通システムに還流するが，農気  
変動碇より不確定性が高くタ殆どは非商品でタ再繁藤化容れる塵は少ない。濠た自治体。廃棄物論  

薫墓羞農業湯警忘塁霊深雪孟冨㌘志望簑雷雲鷲豊豊野墓誌票警号豊諾軍書詔濫迷妄r  
ている。  

め 謂鉱毒雛裳普書簡署譜豊螢警鰐㌢著書監誓璧腎孟晋蔑む言靂霜謂摺墓蒜蛋   

玩毎海  

である。紙パルプメーカーによる日常的な異奥が続く愛嬢県川之江市偲の審議水準も高く，大分市  

鼠学生）の藩親水準は20で低むヽ。即ち意識水準眩，自治偲や藷機関の廃棄物関連施策，公寄と囁境  
問題の発生とそれに伴う住民運動の有無など排出者を取巻く社会的条件に依存するようであるが，  
ここでは排出者の近傍条件を検静する。  
3－1 居住形態と廃棄物意識  

住居の外観（古くからの瓦屋根和風，新規参入のプレハブ風，高層マンション，アパーりや所  
有形態（所有。借用）で地域居住民の意識は異なる。ここでは，3種の居住形態，a）集合借家，  

碁あ書嘉詣槌夫警謂鮎芸憲雷欝莞鮎票去も富警宴富農義浮昌簑遠毒爵背賓雪纂  
自家保管能力も）低い。自家処理能力を持たない松山20代の意識水準にも明らかに反映している。  
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3■－2 保管機能と廃棄物意蚤   

保管能力は，物置・倉庵・納屋の有無による。分析結果は囲2のダイグラフである。愛嬢県松前  
町の意識水準の低さの原因は，町民の多くが田島や倉庫・納屋を所有し・，無意識（廃棄物・・襲掛こ  

ま  

に資源問題と考えられる。  

結給  

誌峯  
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